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論文
 内"容要  O日

 1研究目的

 胆石の構造を破損することなく,胆石成分の分布・配列状態を観察することは胆石の形成機転専1
 さらにはその成因を解明する上での重要な手がかり.となる。一般に胆石の顕微鏡的研究には,ま』
 づ,胆石から薄い均一な切片を連続的に得ることが必要である。著者は従来の胆石切片作製法を
 検討したが」いずれも胆石の微細構造の観察や組織化学的検索には不満な点が多いので,新らし

 い胆石切片作製法を考案した。一方,棋・鈴木は,最近,invi儲。で実験的にビリルビン石

 灰石様凝塊や炭酸カルシウム粒子からの結石形成,さらに柿胃石様凝塊を作ることに成功し)生i

 体内に於ける物質の凝集および凝結機転に関して新らしい理論を提唱した。すなわち,楓らによ

 れば膠質内に含まれる有機高分子電解質による粒子間の架橋作用が,結石形成にあたわ一つの重

 要な役割を演じているとのべている。人体内で最も普通にみられる有機高分子電解質としてはム

 コ多糖体が考えられる。そこで著者ぱヒト炭酸石灰石から,新らしい胆石切片作製法によって連

 続切片を作製し,結晶学的検索を行ない構造を観察してみた。つぎに,種々の組織化学的染色を

 行ない,ヒト炭酸石灰石内に江ムコ多糖体が存在するか,存在するとすれば結石形成上いかなる

 役割を演じているかについて結晶学的検索結果と対比し,検討を加えてみた。

 皿実験材料と方法

 教室に澄いて4人の胆嚢結石症患者から手術的に剔出した炭酸石灰石4個冷よび槙らがin

 ▽i七rOで実験的に形成した炭酸石灰石様凝塊を用い,個々の資料からそれぞれ5μ,40μ,

 15μ冷よび20μの連続切片を適宜作製し事研究の対象とした。

 胆石切片作製法ε{)歯科用エンヂンにcarDOrU.nαU.孤d.i8kを装着し,胆石の両端を切

 わ落す(比較的大きな胆石は半割する)。2i)胆石をパラフィン'に5～10分間浸慣する。5)
 パラフィン包埋胆石を台木に貼りつけ,不要のパラフィンを切め落してからミクロトームに装着

 する。4)ミク・トームで胆石割面を露出させ,表面に合成樹脂を塗布する。5)樹話が十分乾

 燥してからミク・トームの目盛りを必要な厚さに調節して切片を切蓋出す。この操作をくめ返す

 ことによって,最低{～5μまでの・身任意の厚さの切片を,簡単に}達観的に作製することがで

 きる。

 胆石内炭酸カルシウム結晶の形態および分布の観察には編元顕微鏡とcoヰ七actmicrO-

 raαiography(SOftexCMR)を用いた。胆石内ムコ多槍体の検索にはホルマリン蒸気

 固定後の,未脱灰および脱灰切片について種々の組麟化学的染色を行なつ.た。夷飛前轍石灰石.

 様凝塊内の有機質としてはアルギン酸ナトリウムが用いらゴ1.ているのでSco七ひDり'・1.in醗

 A■cianb■u9染色にて観察した。,、
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皿実 験 成 績

 1)結晶学的検索結果:胆石切片全域に炭酸カルシウム結晶が不規則に配翻している中に,小

 さな穎粒状結晶を包有した直径200～300μ程度の円形ないし類円形構造物がほy均等に散

コ

 在していた。これら構造物内の炭酸カルシウム結晶は他の部分にくらべて小さく,,しかも,中心

 部に多く集っていた。また'これら構造物の間隙には針状・桿状むよび少量り頼粒状結晶が不規.
 則に堆積していた。連続切片によウ観察したところ,これら構造物はほy球形を呈していた。2)

 組織化学的検索結果:脱灰前および脱灰後の切片にPAS反応,コ・イド鉄染色,A↓cia且

 bエue染色(pHα5～44)などを行なうと,いずれめ染色でも切片全域にわたって陽性所見を呈
 するが,PA8反応では弱く,コロイド,鉄染色むよびAlcianUue染色ではよ互強い陽性反

 応を呈した。とくにpHZO以下の領域にかけるAlcia且blue染色では強陽性を呈した。

 To■uiαine・bUeによるMeむachro皿a8i`収応では鮮明なr-Metac血ro皿a8iaを・

 呈した。Me七hyユa“oロ処理をうけた切片は,pHα5～2。0の領域でAleiaBb1規e好性を

 示さなくなぢ,Alka■1-Deme七hyla七ion後もその染色性はほとんと回復しな渉つた。こ

 れらの染色態度より、ヒト炭酸石灰石内には硫酸基をもったムコ多糖体が存在し,その他に中性,

 弱酸性多糖体力唱在レているものと思われた。これら染魚標本を鏡検してみたところ・球形部に
 は穎粒状に脱灰された跡がみられ,酸性ムコ多糖体が網状に分布していた。また,球岡部に江球

 形部よわもやN粗ではあるが,同様に網状に分布していた。実験的炭酸石灰石様凝塊内のアルギ

 ン酸ナトリウムは炭酸カルシウム結晶間に網状に分布し,あたかも番結贔粒子を結びつけている

 ごとき観を呈していた。以上め所見より,ヒト炭酸石灰石内の酸性ムコ多織体と実験的炭酸石灰

 石様凝塊内のアルギン駿ナトリウムの分布・配列状態はよく類似し丁ゴ・また・化学構造上か
 らも類似性を有していることから,ヒト炭酸石灰石内の酸性ムコ多相体ぱ結石形成にあたり,炭

 酸カルシウム結晶の各粒子を結びつける作用を演じているものと推察された6

 ±
口
幕N

語

 i)著者の考案した胆石切片作製法によって作製した切片は偏光顕微鏡やContactMic-

 rOradiOgraPhy'などによる結晶配列の観察はもとよ匂,組織化学的染色にも有用で,微細

 な点まで鮮明な所見をうることができた。2)従来,無構造とされていたヒト炭酸石灰石は顕微

 鏡的に特異な構造をもつていることを明らかにした。5)炭酸石灰石内にはムコ多糖体がほy均

 等に分布し,顕微鏡的には炭酸カルシウム結晶を取塾ま.いて網状に分布していた。4)炭酸石灰

 石内には硫酸基をもつたムコ多糖体が存在し劃その他に中性冷よび弱酸性多糖体が混在している

 ことを組織化学的染色によって明らかにした。5)炭酸石灰石内の酸性ムコ多糖体は棋らがin

 vi七rOで実験的に形成した炭酸石灰石様凝塊内つアルギン鹸ナトリウムの分布・配列状態とよ

 く類似して齢り,炭酸カルシウム結晶を結びつける作劇(旗・鈴木の云う架橋1乍用)を演じてい

 るのではないかと推察された。
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 審査結果の要旨

 胆石成分の分布,配列状態を顕微鏡的に観察することは胆石の形成機転や成因を解明する上で

 の重要庶手がかりとなる。そのためには,胆石の構造を破損せずに,薄い均一な切片を連続杓に'

 作製することが必要である。第1報にかいて,著者は,従来の胆石切片作製法を検討したが,いずれも

 不満足な点が多いので新らしい胆石切片作製法を考案した。この方法では,切面に薄'い合成樹脂

 膜を作って構造の破損を防ぎ,直径1-3μまでの,任意の厚さの連続切片を簡単に作製するこ

 とができる。しかも,作製した切片は偏光顕微鏡やcan詩二ac七miCrOra“09raPhyなど

 による結晶配列の観察にはもとより,組織化学的染色にも用いられ,微細な点まで鮮明な所見を

 うることができる。一方,楓・鈴木は,最近,invitrOで種々の胆石様凝塊を作ることに

 成功し,生体内に沿ける物質の凝集沿よび凝結機転に関して新らしい理論を提唱した。楓らによ

 れば膠質内に含まれる有機高分子電解質による粒子間の架橋作用が,結石形成にあたり一つの重

 要な役割を演じているとのべている。生体内で最も普通にみられる有機高分子電解質としてはム

 コ多糖体が考えられる・そこで著者は第2報において,新らしく考案した胆石切片作製法を用い

 て,ヒト炭酸石灰石から連続切片を作製し,鉱物学的検索を行ない微細な構造を観察した。つぎ

 に,種々の組織化学的染色によって,ヒト炭酸石灰石内にはムコ多糖体が存在するか,存在する

 とすれば,どのように分布しているかを鉱物学的検索結果と対比し検討した。そ'の結果従来,

 無構造とされていたヒト炭酸石灰石は顕微鏡的に特異な構造をもつていること,酸性ムコ多糖体

 が結石内にほ讐均等に分布し顕微鏡的には炭酸カルシウム結晶を取りまいて網状に分布してい

 ること,そ'して,炭酸石灰石内の酸性ムコ多糖体は,楓らの実験に沿いて,有機高分子電解質の

 一つとして用いたアルギン酸ナトリウムめ分布,配列状態とよく相似してかり,櫃らの云う結晶

 粒子間の架橋作用を演じているものと推定した。

 以上本研究は新らしい粗石切片作製法を考案し,従来未解決のま、残されていた炭酸石炭石内

 ムコ多糖体の存在と意義について明瞭な解答を与えたもので・胆石成因の研究に寄与するところ

 がきわめて大きいものと認められる。

 柔って本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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